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楽天コミュニケーションズ、「IT 系開発者の就業環境調査」結果を発表 

- IT 系開発者の 7 割以上が、マルチプレイヤーとして開発以外の業務にも従事 - 

 

楽天グループの ICT 事業会社である楽天コミュニケーションズ株式会社（本社：東京都世田谷区、代

表取締役会長兼社長：平井 康文、以下「楽天コミュニケーションズ」）は 2019 年 2 月中旬に、IT 関連

のシステム開発やプロジェクトに従事している 516 名を対象に、「IT 系開発者の就業環境に関する調

査」をインターネット上で実施しました。 

 

調査の結果、IT 系開発者として従事しているが、本業である開発以外の業務も行っている割合が 75%

を超え、マルチプレイヤーとしての働き方や、それに伴う業務効率化が求められていることがうかがえ

ました。開発以外の業務のトップは「顧客との折衝・交渉」（61.1%）で、技術面に加え「コミュニケー

ションスキル」や「マネジメントスキル」などが求められる就業環境にあることがわかりました。 

 

また、多様な開発支援ツールや API の採用が進み、顧客志向の「マーケットイン」の概念やアジャイ

ル開発手法などの「柔軟性」が求められる開発環境において、業務の効率化による開発工数や就業時間

の削減が重要課題として認識されている様子がうかがえました。 

 

調査結果概要 

 

マルチプレイヤーとして開発以外の業務を行っている割合は 75%超 

IT 系開発者の就業状況において、本業の開発以外の業務を行っている割合が 75%を超えていました。

そのうち「顧客との折衝・交渉」（61.1%）と回答した人が最も多く、「メンバーへの研修、教育、指

導」（51.2%）、「社内会議の調整・プレゼン」（44.5％）、「コスト管理」（39.6％）、「請求・支払管理」

（39.4％）と続きました。IT 系開発者は、多岐にわたる業務を行いながら、開発業務を行う就業環境に

あるケースが大半を占め、業務効率化が必要不可欠であることがうかがえました。 

 



 

 

開発業務の効率化ツールは「バージョン管理ツール」利用がトップ 

IT 系開発者が、開発業務効率化のために活用しているツールは、上位から「バージョン管理ツール」

（45.2%）、「IDE（統合開発環境）」（35.1%）、「タスク・プロジェクト管理ツール」（34.7%）と続きま

した。また、「RPA・自動化ツール」は 18.2%で、業務プロセスの標準化や AI・ロボティクスの活用が

一部の先進的な企業による導入だけでなく、様々な業界・業種で進んでいる様子が明らかになりまし

た。 
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現在、開発中のシステム/アプリは、自社利用と社外導入目的がほぼ同数 

開発中のシステム/アプリが自社利用目的か社外導入目的か聞いたところ、それぞれが拮抗し、ほぼ同割

合の 43％程度でした。デジタルトランスフォーメーション（注 1）の潮流のなか、社外導入目的の開発

だけでなく、ビジネス環境の変化にも即対応できるよう、内製化が広がりを見せていることがうかがえ

ました。 

 

注 1：「IT の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念 
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半数以上の開発者が、幅広い分野で Web-API を活用した開発実績あり 

これまでの開発経験で、Web-API を活用した開発実績があると回答した開発者は、55.2%と半数以上と

なりました。「API エコノミー」が拡大から普及期へ向かい、API の活用によるイノベーション事例の

増加とともに、Web-API が開発者の業務効率化に寄与している様子がうかがえました。 

その一方、前述した「開発業務効率化のためのツールは、何を利用していますか？」に対する回答では

「API マネジメントツール/クライアントツール」の利用が 17.2%で、API を活用した開発実績に対し、

開発業務効率化を目的とする API 関連ツールの利用は、比較的少ない結果となりました。 
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開発者が考える「今後、需要の高いプログラム言語」の上位は「Java」39.0%、「JavaScript」33.3%、

「Python」28.9% 

開発者にとって今後需要が高くなるプログラム言語の 1 位は「Java」（39.0%）、2 位は「JavaScript」

（33.3%）で、機械学習や AI でよく使われる「Python」（28.9%）は 3 位という結果になりました。 

全体として TCO（注 2）を減少させることでコストパフォーマンスの向上が期待でき、様々なパッケー

ジソフトなどの活用でビジネスプロセス変革を支援するソリューションの実現が可能な、オープン系言

語に対する期待がうかがえました。 

注 2：「Total Cost of Ownership」の略称で、設備などの資産に関する購入から廃棄までに必要な時間と支出

の総計のこと 
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楽天コミュニケーションズは、これらの調査結果を基に、より高品質で利便性の高いサービスの提供に

努め、IT 系開発者の課題解決を図っていきます。また、昨年より提供している API マーケットプレイス

「Rakuten RapidAPI」を通じて、引き続き「API エコノミー」の拡大を促進し、より多くのイノベーシ

ョンが生まれる社会の実現を推進してまいります。 

「Rakuten RapidAPI」のインターフェイス画面 

「Rakuten RapidAPI 検索画面」 

 

「API コレクションおよびポップオーバー」 

 

■サービス概要 

名称： 「Rakuten RapidAPI」 

提供開始日： 2018 年 7 月 11 日 

内容： API マーケットプレイス 

サービス URL： https://api.rakuten.net/ 

対応言語： 日本語・英語 

https://api.rakuten.net/


【楽天コミュニケーションズ株式会社について】 

新ビジョン『The New Value Enabler towards our Digital Society』のもと、従来からの固定系通信サー

ビス（マイライン、IP 電話、インターネット接続サービス）に加え、モバイル、クラウドサービスなど

今後の『Everything over Digitalization』を見据えたソリューションを提供する楽天グループの ICT 事

業の会社です。IP プラットフォーム上での音声やデータ、コンテンツやアプリケーション開発などの新

たな可能性を創出すべく、さらなる事業展開の拡大を目指します。詳細は https://comm.rakuten.co.jp/ 

をご覧ください。 

 

［リリースに関するお問い合わせ］ 

楽天コミュニケーションズ株式会社 経営企画部 

Email： rcomm-pr@mail.rakuten.com 

※本リリース中に記載の会社名、商品名、ロゴは、それぞれ所有する各社に帰属します。 
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